
1

1

Webを使用した工事の実施における
CO2排出量計算システム
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川田テクノシステム株式会社
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ASPサービス
basepage

積算データを登録

原単位
データベース

工事中に発生するCO2量を計算
使用材料、機材などの数量データをもとに計算します
材料、工法などを変えた複数ケースを比較検討できます

• 環境省、土木学会、建築学会などが公開する
CO2排出原単位データを一元管理します

• データベースは随時最新版に更新します

システム概要
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CO2原単位を自動計算

工事で使用する材料・エネルギーなど
の名称から自動的にCO2原単位を変換
します。

自動学習機能により、使い込むごとに
変換精度が向上します。

積算ソフトの出力ファイルを数量デー
タとしてインポートすることでデータ
入力の効率を向上します。
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CO2排出量データを一元管理

環境省、土木学会、建築学会などが公
開するCO2排出量データを一元管理し
ます。

CO2排出量データを随時更新します。
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プログラムの処理フロー

積算ファイル

原単位
変換辞書

基本案の作成

使用材料と数量の入力

CO2原単位の設定

CO2排出量計算

比較案の作成

計算結果
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画面イメージ－物件登録
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画面イメージ－材料データ入力
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画面イメージ－原単位マスター
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画面イメージ－計算結果

基本案を基に改善案を作成し、
数値を比較
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画面イメージ－ Excel取込ファイル
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画面イメージ－ Excel出力データ
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今後の改良点

原単位データの充実

日常管理への対応

Web上でのグラフ化

操作性の向上 など
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参考資料

土木学会：コンクリートライブラリ125
コンクリート構造物の環境性能照査指針(試案)

日本建築学会：建築物のLCAツール

環境省：事業者からの温室効果ガス排出量算定方法
ガイドライン

環境省：電気事業者別二酸化炭素排出係数

日本建設機械化協会：建設機械等損料表

など


